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中
里
高
校
の
岩
崎

一
先
生
（右
）
が

「
カ
ッ
パ
教
室
」
の
指
導
に
当
た
り
ま
す
。

つドΠの主な記事

勢寧省秀ワ背多几から里帰り~4

火
曜
日
は
三
・
四
年
、
水
曜
日
は

一
二
一年
、
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目
困
緑
の
少
年
団
誕
生

ようこそ秀子さん

結
団
式
後
、
さ
っ
そ
く
校
庭
に
あ
る
築
山
に
記
念

植
樹
を
す
る
緑
の
少
年
団

近
子

訪
股
を
猪
場
る
役
語

昭

和

三

十

五

年

に

本

村

太

田

地

区

が

ら

南

米

プ

ラ

ジ

ル

に

渡

り

、

二

十

六

年
ぶ

り

に

里

帰

り

し

て

い

た

猪

股

（
旧

姓

木

下

）

秀

子

さ

ん

（
３５

歳

）
が

、

こ

の

ほ

ど

近

況

報

告

を

兼

ね
市

浦

村

役

場

を

訪

ね

、

村

三

役

と

憲

談

し

ま

し

た

。

結団式にのぞむ緑の少年団
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ま

た

総

会

で

は

、

地

域

の
緑
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緑

風

の

中

に
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ソ
ー
レ
／
も
う

一
コ
入
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／

玉
入
れ
競
技
を
す
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小
の
児
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投

票

用

紙

は
色

分

け

さ

れ

て

い
ま

昭
和
五
十
八
年

の
参
議
院

通
常
選
挙
か
ら
、
参
議
院
全

国
区
制

が
改
正
さ
れ
、
比
例

代
表
選
挙
と
な
り
ま
し
た
．

比
例
代
表
選
挙
は
候
補
者

個
人

で
は
な
く
政
党

に
投
票

す

る
選
挙

で
す
．
大
切
な

一

票
を
間
違

い
の
な

い
よ
う
投

◎

衆

議

院

議

員

総

選

挙

＝

水

色

に
　

　

◎

参

議

院

比

例

代

表

選

出

議

員

選

比
例
代
表
選
出
議
員
の
選
挙
信
全
国
５

比
例
代
表
選
挙
は

政
党
に
投
票
す
る
選
挙
で
す

畔螺紺一■・

候哺猪略孵嗜颯

□
園
脳
目

◇
投
票
は
次

の
順
序
で
行

い
ま
す

策候 政

選挙区選出議員の選挙 (旧地方区)

選挙区選挙は椰道府県を軸として)
候補者個人に
投票する選挙です。

よく確かめて、しっかり投票

午後6時まで

◆投票所
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辰
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た
。

北

前

船

ま

つ
り

」

に

は

、

百

年

ぶ

れ

、

乗

船

見

学

会

を

は

し

め

、

船

深
浦
・
百
年
ぶ
り
の
勇
姿
に
人
波

一世紀の時空を超えて寄港 した北前船は、全長30m、 幅 9m、

北
前

船

南
波
松
太
郎
著

「船
、
地
図
、
日
和
山
」
よ
り
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ガ
ン
に
関
す
る
話
題
が
、
テ
レ

ビ
や
紙
面
に
由
日
の
よ
う
に
見
ら

れ
ま
す
が
、
そ
の
予
防
や
早
期
発

一
昨
年
よ
り
公
立
金
本
病
院
で

始
め
た
乳
ガ
ン
　
甲
状
腺
検
診
の

受
診
率
も
向
上
し
て
お
り
、
無
症

状
の
う
ち
に
憲
者
を
発
見
、
治
療

す
る
こ
と
が
出
来
、
私
た
ち
医
療

従
事
者
と
し
て
も
喜
ば
し
い
限
り

昨
年
は
市
浦
地
区
も
対
象
に
広

げ
、
胆
石
症
に
関
す
る
超
音
波
検

査
も
併
せ
て
実
施
し
ま
し
た
が
、

そ
の
検
診
結
果
が
ま
と
ま
り
ま
し

た
の
で
あ
知
ら
せ
し
ま
す
。

依
然

と
し

て
低

い
受
診
率

予
防
の
主
役
は
あ
な
た
で
す

公
立
金
木
病
院

看
護
部

櫻

庭

の
ぶ
子

健
康
―
そ
れ
は
定
期
的
な

健
康
診
断
が
必
要
で
す

表
二
・他
町
村
と
の
比
較

症
状
に
注
意
し

専
門
医
で
検
査
を

表
三
・
受
診
結
果

（異
常
者
）

◆
し
二
り
が
大
き
く
な
っ
て
い
な

い
か
、
◆
痛
み
は
な
い
か
、
◆
乳

表
四

・
精
検
状
況

表
五

・
胆
石
症
手
術

症
例

表
六

・
胆
石
症
の
存
在

部
位
と
検
診
と
の
関
係

表
七

・
結
石
の
部
位
と

入
院
日
数
と
の
関
係

表
八

・
症
状
の
有
無
と

入
院
日
数

胆

の

つ
内

か

ら
総

胆
管

に
落

ち

二

-97
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鵠 鷲善乙麗毛真すの続
(財 )青森県市町村振興協会

ごぞんじですか。

建設業の退職金共済制度

二
女
・
小
巻
ち
ゃ
ん
含
一歳
）

こくみんねんきん

64歳までの方は国民年

金に任意カロ入できます

他人の住民票の写 し等

の請求には印鑑が J21要

-6月 1日 から実施―

7月 5日 か ら

違反点数 1点

長
髪

カ

ッ
ト

で

ス

ッ
キ

リ

市
浦
美
容
組
合

（三
上
巧

一
代

十
三
日

（月
）
、
中
里
町
に
設
置

さ
れ
て
い
る
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム

「清
和
国
」
と
、
身
体
障
害
者

同
組
合
で
は
、
地
域
に
お
け
る

プ

リ

ッ

コ
も

上

が

っ
た

で

し

ょ

」。

休

日

返

上

の
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仕

活

動

ご
苦

労
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西
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